
事務局からのお知らせ

花山天文台の鴛は、 3月 10日ごろに初音を聞かせてくれた後、年度末

の寒波でしばらくその音も凍っていましたが、今はやっとそれも融けて、

咲き始めた『そめいよしのJに向かって、春らしいのびやかな歌を聴かせ

てくれています。

r22年度の活動計画J(p30)にも書きましたように、今年度もいろい

ろな企画で、皆さんに楽しんでいただきたいと思っていますが、特に「北

アルプスに囲まれた飛騨天文台で満天の星空を」を今年のテーマにして、

女子ども飛脳天文台天体観測教室 8月6日(金)-8日(日)

*飛騨天文台自然体験ツアー :10月 9日(土)-11日(月)

を成功させたいと思っています。前者は小学高学年以上向け(保護者同伴

可)で、今年で 4回目を迎えますが、大変好評を博しています。皆さん

のお子さんやお知り合いのお子さんにお勧め下さい。後者は大人向けです。

また、直近のイベントとしては、

女第1回花山天体観望会 :5月 29日(士)r土星J

*22年度通常総会及び第6回講演会 :6月 6日(日)

がありますので、多くの皆さんのご参加をお待ちしています固

編集後記

春は駆け足でやってきます。桜の花はすでに散ってしまい、おぼろ月夜の季節と

なりました.今回は去る 1月15日の金環食の観測記を2鋼、また昨秋以降、本

NPOの主催、共催で行われた講演会やシンポジウムの報告などを載せました。

「あすとろん」は本NPOの活動を紹介し，また会員聞の理解を深めるために発行

されている季刊誌です。今後さらに内容を充実していくために.会員の皆様から天

文エユース，普及活動報告，思い出の星空，天文書・ソフト，和歌・俳句・川柳，天

体写真・イラストなど投稿，また掲載された記事へのご意見などをお寄せくださる

ようお願いします.

原稿締め切り日は3の倍数月の 15aで，投稿に関しては，なるべくテンプレー

ト仰or心をhttp://www.kwasan.kyo旬.u.ac.jp/hosi回 raJastron.htr叫からダウンロ

}ドして，エディタに書いたテキスト文をそこにコピー貼り付けして作成してくだ

さるようお願いします。原稿作成のお問い合わせや送付先は

astron@kwasan.kyoto'u.ac.jpです。 編集子


